
 

 

 

 

子どもたちがつないだ平和の象徴「ぞうれっしゃ」 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

先日、第 80回日本 PTA東海北陸ブロック研究大会愛知大会が開催され、2日目の式典と

記念講演に参加しました。大会の最後を締めくくったのは、記念講演「合唱構成 ぞうれっしゃが

やってきた」です。このお話の舞台は、昭和 20年ごろ、太平洋戦争の最中の東山動物園であり、

子どもたちに大人気だったゾウの物語です。 

戦争が激しさを増す中、空襲で檻が壊れ、猛獣が逃げ出す危険を防ぐため、動物園の動物を

殺処分するという命令が出されました。東山動物園も例外ではなく、多くの動物たちが犠牲とな

りました。しかし、終戦を迎える中、当時の園長や飼育員たちが懸命に努力した結果、ゾウ 2頭を

含む数種類の動物たちの命が守られました。 

その後、東京・台東区の子ども議会では、「上野動物園でゾウを見ることができない」という議

題が取り上げられました。そして、「名古屋にいるゾウを借りられないか」という要望が挙がりま

す。しかし、戦争で弱ったゾウを東京まで運ぶのは難しい状況でした。そこで、ゾウの代わりに子

どもたちを名古屋に招こうという案が生まれ、最終的に東京などから約 3000人の子どもたち

が名古屋を訪れることになりました。この子どもたちを運んだ列車こそが「ぞうれっしゃ」です。 

今回、このエピソードを題材にした合唱曲を初めて鑑賞する機会を得ました。戦時中の不安や

動物たちが犠牲になる悲劇、そして国を動かすほどの子どもたちの強い思いが、音楽を通して鮮

やかに描かれていました。各地の合唱団から集まった老若男女が一つ

になり、心を込めて歌い上げた舞台は、深い感動を呼び起こしました。講

演の最後には、テーマ曲「ぞうれっしゃよはしれ」を客席の参加者全員

で歌い、盛大なフィナーレを迎えました。終演後もホール内には余韻が

広がり、素敵なひとときを味わうことができました。 

この曲が、これからも子どもたちの幸せと平和を願う象徴として歌い継がれていくことを心から

願っています。  
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夏休みの終わりは、“迷走”台風１０号が“ジョギング並み”の速さで西日本をゆっくりと縦断

し、各地で土砂災害や道路冠水などを引き起こしました。この影響で、９月２日の２学期始業式が

休校になる恐れもあったのですが、無事開催することができました。今回は、子ども達に始業式

で伝えたことを紹介します。 

 

９年間を通じて子ども達の未来をつなぐ 

 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

 瀬戸市全域で進められている教育活動に、「小中一貫教育」があります。日本において、義務

教育は小学校６年間とその後の中学校３年間を指しますが、この二つの間には大きな隔たりがあ

りました。そのため、「中一ギャップ」という言葉があるように、中学校に入学すると、これまでの生

活とは大きく異なるため、そこに適応できず苦しむ子ども達が少なからずいるということです。そ

れを少しでも解消するために、緩やかに小中の接続ができないかということで生まれたのが「小

中一貫教育」です。義務教育の９年間を見通し、同じ目線で子ども達を見守り育てることを大切

にしています。そこで幡山中ブロックの３校（幡山中・幡山東小・幡山西小）では、こんな子どもた

ちを育てたいという「めざす子ども像」を次のように掲げ、日々の教育活動を行っています。 

〇思いやりのある子   〇たくましく生きる子   〇地域に貢献できる子 

 また、小学校と中学校の教員が互いに行き来し、お互いの教育を理解することが一番の近道

であることから、中学校の教員が小学校で授業を行う「乗り入れ授業」や給食交流を行っていま

す。そして、「人とかかわる力を身につけるプログラム（ハタトーク）」を３校で同じように実施する

など、小学校でやってきたことが中学校でも継続されるようにしているため、それが子ども達の安

心感や充実感につながっていると実感しています。 

 さらに、幡山中ブロックの「小中一貫教育」の目玉として、ここ数年継続して実施していること

があります。それは「福祉教育」です。一人ひとりが幸せに生きることができる社会の実現をめざ

すことは、多様性が叫ばれている今、最も大切なことだと思います。幸運なことに、幡山中ブロック

は、瀬戸つばき特別支援学校と隣接しており、中学校の１年生において相互交流を続けていま

す。今年度も６月１２日に第 1回の交流会を実施しました。子ども達の様子や感想から、とても充

実した時間が過ごせたようです。当日の様子は裏面でも紹介しています。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 
１１月２０日（水） 登校時 

           通学路 ～ 幡山中学校正門 

 

 

 

   

通学路清掃・あいさつ運動 

                                      

                       １１月２９日（金） ５・６限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       １１月５日（火） 8:45～11:20 
   
               １・２・３限の授業公開 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

２年 マナー講座 

１学期に引き続き、今年度２回目の「学校公開」を行いました。保護者の方をはじ
めとして、地域の方や近隣の学校関係者の方にも足を運んでいただき、ありがとうご
ざいました。普段の学校生活の様子をご覧いただく良い機会となりました。 

学校公開（授業参観） 

 

キャリア教育の一環として、瀬戸商工会議所の協力で講師をお招きし、社会人とし
ての礼儀やマナーを学ぶ「マナー講座」を開催しました。生徒は普段以上に姿勢を正
し、緊張しながら講座に臨んでいました。１２月の職場体験で生かしてほしいです。 

生徒が登校時にごみを拾い集める「通学路清掃」が行われました。校門前に設置され
た集積場では、PTA役員や教職員、挨拶ボランティアの他に生徒会役員の協力を得て、
集められたごみの分別を行いました。環境に対する意識を高めることができました。 

リサイクル用品・資源回収のお願い 
  

幡山中学校 PTA では、１月２４日（金）の新１年生入学説明会前に、新入生の保護
者の方対象の「制服等リサイクル活動」を予定しています。自宅等にリサイクル可能な
【制服・体操服・体育館シューズ】がありましたら、ぜひご協力をお願いいたします。
回収は、本校昇降口のリサイクルボックスや来賓玄関で随時受け付けております。 
また、【アルミ缶・古布・新聞・雑誌・段ボール・牛乳パック】もリサイクル置き場

（校舎東側）にて常時回収しています。なお、資源回収来校時に校門から車を乗り入れ
る場合は、生徒の登下校の時間帯は避けていただきますようお願いいたします。 

 


